
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

年 6 月 30 日

兵庫県知事 殿

提出者

住所

氏名

(法人にあっては、名称及び代表者の氏名)

電話番号

当該事業場において現に行っている事業に関する事項 別紙１，２のとおり

令和4

④産業廃棄物の一連
の処理の工程

（第１面）

③従業員数

産業廃棄物処理計画書

兵庫県高砂市高砂町宮前町１番８号

株式会社カネカ　高砂工業所
高砂工業所長　落合　計夫

０５０－３１８１－４４３４

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第9項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事 業 場 の 名 称  株式会社カネカ　高砂工業所

事 業 場 の 所 在 地  兵庫県高砂市高砂町宮前町１番８号

計 画 期 間  令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで

①事業の種類

②事業の規模



産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項 別紙１，２のとおり

（管理体制図）

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（令和　 年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の分別に関する事項 別紙１，２のとおり

②計画

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)

②計画

産業廃棄物の種類

排出量

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

排出量

（第２面）

①現状

産業廃棄物の種類



自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（令和　 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（令和　 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t t

t t

（今後実施する予定の取組）

②計画

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

②計画

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量する
産業廃棄物の量

①現状

産業廃棄物の種類

自ら熱回収を行った
産業廃棄物の量

自ら中間処理により減量した
産業廃棄物の量

（第３面）

①現状

産業廃棄物の種類

自ら再生利用を行った
産業廃棄物の量



自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（令和　 年度）実績】

t ｔ

（これまでに実施した取組）

【目標】

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

産業廃棄物の処理の委託に関する事項 別紙１，２のとおり

【前年度（令和　 年度）実績】

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（これまでに実施した取組）

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

①現状

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量

認定熱回収業者への
処理委託量

②計画

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う
産業廃棄物の量

（第４面）

①現状

産業廃棄物の種類

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った
産業廃棄物の量



【目標】 別紙１，２のとおり

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

t ｔ

（今後実施する予定の取組）

認定熱回収業者への
処理委託量

認定熱回収業者以外の
熱回収を行う業者への
処理委託量

（第５面）

②計画

産業廃棄物の種類

全処理委託量

優良認定処理業者への
処理委託量

再生利用業者への
処理委託量



（第６面）
備考
　１　前年度の産業廃棄物の発生量が1,000トン以上の事業場ごとに１枚作成すること。
　
　２　当該年度の６月30日までに提出すること。
　
　３　「当該事業場において現に行っている事業に関する事項」の欄は、以下に従って記入するこ
と。

　　(1)　①欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。
　　(2)　②欄には、製造業の場合における製造品出荷額（前年度実績）、建設業の場合における元
請完成工事高（前年度実績）、医療機関の場合における病床数（前年度末時点）等の業種に応じ事業
規模が分かるような前年度の実績を記入すること。
　　(3)　④欄には、当該事業場において生ずる産業廃棄物についての発生から最終処分が終了する
までの一連の処理の工程（当該処理を委託する場合は、委託の内容を含む。）を記入すること。
　
　４　「自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、自ら中
間処理を行うに際して熱回収を行った場合における熱回収を行った産業廃棄物の量と、自ら中間処理
を行うことによって減量した量について、前年度の実績、目標及び取組を記入すること。
　
　５　「産業廃棄物の処理の委託に関する事項」の欄には、産業廃棄物の種類ごとに、全処理委託量
を記入するほか、その内数として、優良認定処理業者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第
６条の11第２号に該当する者）への処理委託量、処理業者への再生利用委託量、認定熱回収施設設置
者（廃棄物の処理及び清掃に関する法律第15条の３の３第１項の認定を受けた者）である処理業者へ
の焼却処理委託量及び認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への焼却処理委託量
について、前年度実績、目標及び取組を記入すること。
　
　６　それぞれの欄に記入すべき事項の全てを記入することができないときは、当該欄に「別紙のと
おり」と記入し、当該欄に記入すべき内容を記入した別紙を添付すること。また、産業廃棄物の種類
が３以上あるときは、前年度実績及び目標の欄に「別紙のとおり」と記入し、当該欄に記入すべき内
容を記入した別紙を添付すること。また、それぞれの欄に記入すべき事項がないときは、「―」を記
入すること。

　７　※欄は記入しないこと。



別紙１（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）
　　現状：前年度（令和　　３　　年度）実績量
　　計画：今年度（令和　　４　　年度）計画量 単位：トン／年

現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画 現状 計画

1,189 1150 0 0 0 0 0 0 0 0 1189 1180 1,558 1500 1,189 1100 0 0 0 0

467,647 467000 0 0 259,754 259000 457,194 457000 0 0 10,453 10400 4,213 4200 10,445 10400 56 50 0 0

18,533 18400 0 0 17,614 17500 17,614 17600 0 0 919 900 916 900 919 900 98 90 0 0

11 10 0 0 0 0 0 0 0 0 11 10 11 10 11 10 0 0 0 0

18 10 0 0 0 0 0 0 0 0 18 15 18 15 18 15 0 0 0 0

1,107 1000 0 0 392 390 360 360 0 0 747 700 606 600 747 700 463 460 44 40

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

119 100 0 0 0 0 0 0 0 0 119 110 64 60 119 100 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

446 440 0 0 0 0 0 0 0 0 446 430 48 45 446 430 0 0 0 0

6 5 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 3 3 6 6 3 3 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

212 300 0 0 0 0 0 0 0 0 212 200 0 0 212 200 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18024 18000 0 0 0 0 0 0 0 0 18024 0 7022 7000 18024 18000 0 0 0 0

3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 3 3 3 0 0 0 0

18 18 0 0 0 0 0 0 0 0 18 0 18 18 18 18 0 0 0 0

507,334 506436 0 0 277,759 276890 475,169 474960 0 0 32,165 13945 14,480 14354 32,158 31882 620 603 44 40合計

1300ガラスくず、コンクリートくず及
び陶磁器くず

1400鉱さい

1500がれき類

1600動物のふん尿

1700動物の死体

1800ばいじん

2500水銀使用製品産業廃棄物
（廃プラスチック、金属くず、ガ
2600水銀含有ばいじん等（汚
泥）

1200金属くず

0100燃え殻

0200汚泥

0300廃油

0400廃酸

0500廃アルカリ

0600廃プラスチック類

0700紙くず　

0800木くず

0900繊維くず

1000動植物性残渣

1100ゴムくず

認定熱回収業者以
外の熱回収を行う業
者への処理委託量
(前年度実績値の⑭)

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事
項

自ら行う再生利用に
関する事項

自ら行う中間処理に関する事項
自ら行う埋立処分等

に関する事項
処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の②
+⑧)

自ら熱回収を行う
産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により
減量する産業廃棄

物の量
(前年度実績値の⑦)

自ら埋立処分又は
海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量
(前年度実績値の③

+⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者
への

処理委託量
(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への
処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者へ
の

処理委託量
(前年度実績値の⑬)



別紙２（廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

１　当該事業場において行っている事業に関する事項

②計画

（今後，分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　引き続き、発生部署にて種類毎に分別・表示をおこない保管の徹底を継続する。又、保管場所
の飛散・漏洩等の不具合箇所の改善を実施し更なる保管状況の徹底を推進する。

④産業廃棄物の
　一連の処理の工程

別紙３のとおり

（図－１　～　図－３）

２　産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項（管理体制図等，別紙を参照）

３　産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）
　工業所における産業廃棄物の適正な管理及び処理を行うため、関連する法令、その他の規制を
遵守する。また、ＩＳＯ１４００１のシステムを活用することにより、廃棄物に関して下記の事
項を実施する。
　①地域住民の快適な生活環境を維持確保するため、行政の環境施策に協力する。
　②環境負荷低減を継続的に実施するため、廃棄物の発生量の抑制、有効活用の促進、
　　分別回収等を通じた適正な処理・減量・減容化、リサイクル品の活用等を図る。
　③発生した産業廃棄物は、自らが処理することを原則とする。
　④処理業者に委託する場合は、その処理が適正であるか確認し管理を行う。

②計画

（今後実施する予定の取組）
　引き続き、工業所における産業廃棄物の適正な管理及び処理を行うため、関連する法令、その
他の規制を遵守する。また、ＩＳＯ１４００１のシステムを活用することにより、廃棄物に関す
る事項を実施する。

４　産業廃棄物の分別に関する事項

①現状

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　工場内で発生した産業廃棄物は、発生部署の工程毎に決められた場所にて種類毎に分別・表示
をおこない保管している。

①事業の種類 １６２１ ソーダ工業

②事業の規模 製造品出荷額　２，１８８億円　（令和３年度実績）

③従業員数 １，４５１人　（令和4年3月31日時点）



②計画

（今後実施する予定の取組）

　特になし。

８　産業廃棄物の処理の委託に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）

　処理業者に委託する場合は、その処理が適性であるか確認し、業者選定をおこなっている。
　外部再生処理業者を選定し、廃棄物リサイクル（再生利用・再資源化・燃料化等）の推進に努
め、埋立処分量の発生量抑制に積極的に取り組んでいる。

②計画

（今後実施する予定の取組）

　委託先の処理が適正であるかの現地確認を継続する。
　今後も継続的に外部再生処理業者との再利用・有効活用の検討を更に進め、
　埋立処分量の発生量抑制に向けて廃棄物リサイクルを推進、積極的に取り組んでいく。

①現状

（これまでに実施した取組）

　特になし。

５　自ら行う産業廃棄物の再生利用に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）

特になし

②計画

（今後実施する予定の取組）

特になし

６　自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

①現状

（これまでに実施した取組）

　産業廃棄物の発生量は約５１万トン／年で、発生量の約９３％にあたる約４７.５万トン／年
について、自社処理施設（脱水・焼却）により減量化している。
　産業廃棄物の種類別では、処理水を含んだ汚泥の発生量が約４７万トン／年であり最も多く、
この内の約９８％にあたる約４６万トン／年について、自社処理施設（脱水・焼却）により減量
化している。
　自社処理施設での中間処理後の廃棄物は、セメント原料、路盤材、燃料、再生資源原料等へと
全量再生利用し、有効活用している。

②計画

（今後実施する予定の取組）

　引き続き、自社施設での処理を継続し減量化を図る。
　排水処理施設の改善をおこない、排水汚泥の削減を図る。
　技術的な改善検討を通じて製造条件を見直すことにより、廃棄物発生量の削減を図る

７　自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項





別紙３　産業廃棄物の一連の処理工程

図－１：製造等フロシート№１
Ⅰ．ﾕｰﾃｨﾘﾃｨ部門

（加古川） 浄水所

（汚泥） 各製造工程
（石炭・重油） ボイラー

（ばいじん）

Ⅱ．化成品製造部門

（原塩） 精　製 電　解 化成品製品

（汚泥）
（汚泥） 反　応 蒸　留 合成樹脂製造工程

(エチレン）

排水処理工程

Ⅲ．合成樹脂製造部門 （汚泥）

（原料） 分　散 重　合 　　 ストリッピング 濃　縮 　乾　燥 合成樹脂製品

（廃プラ）

排水処理工程

（汚泥）
Ⅳ．食品製造部門

　　脱酸槽 　捏　和
  反　応 油脂製品

（動植物油） 　精　製 　硬　化 　脱　臭 　乳　化

排水処理工程

（汚泥）

図－２：製造等フロシート№２

（糖蜜） 殺菌・清澄 培　養 水　洗 ろ　過 成　形 冷　蔵 イースト製品
種　母

排水処理工程

（汚泥）

　Ⅴ．医薬品製造工程

（原料） 　　　　　　　　醗　酵 分　離 前処理 精　製 乾　燥 医薬中間製品

（廃油）

（廃酸）

Ⅵ．合成繊維製造工程

（原料） 重　合 熱処理 　水洗・脱水 　　乾　燥 溶　解 紡　糸 乾燥延熱 　　　　仕上げ 合成繊維製品

洗　浄 （廃プラ）

排水処理工程

（汚泥）



別紙３　産業廃棄物の一連の処理工程

図－3：廃棄物処理フローシート

発　生　源 廃　棄　物 処　理　・　処　分
自社処理の流れ 委託処理処分の範囲

ＵＴ部門 無機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥

化成品部門 無機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥

有機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥

ｾﾒﾝﾄ原料
再生利用

合成樹脂部門 有機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥

廃プラ

食品部門 有機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥 焼却施設 燃え殻

医薬品部門 無機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥

廃油

焼成処理で路盤材
焼却施設 燃え殻 再生利用

廃酸

合成繊維部門 有機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥

廃プラ

総合排水処理部門 有機性汚泥 汚泥脱水施設 脱水汚泥

全部門 廃油



別紙４
◯産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(１)廃棄物取扱い関連の管理体制図

＜本社＞

＜工場＞　（廃棄物関連組織）

環境管理者

各部署

環境推進委員

廃棄物管理責任者

廃棄物取扱者施設管理責任者

信頼の環境・安全センター

産業廃棄物処理責任者

特別管理産業廃棄物
管理責任者

環境推進委員会

環境チーム安全保安管理チーム

高砂工業所

廃棄物担当者

工業所長

環境安全衛生委員会

環境管理責任者

社 長

経営審議会

信頼の生産力

センター

各事業部 法務室各工場 研究開発

品質・地球環境

センター

全社廃棄物

担当者

Sustainability

(SX)本部
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　（２）責任者及び管理体制

　総括責任者 所属：高砂工業所　　 常務執行役員　高砂工業所長
　廃棄物管理 部署：信頼の環境安全センター 信頼の環境安全センター長

部署人員：16名 （環境チームリーダー）
環境安全 本委員会は、環境関係法（廃掃法、大防法、水濁法等）安全・衛生関係法（労
衛生委員会 安衛法、消防法等）並びに国際環境規格ＩＳ０-14001に基づき、工業所の環境・

安全・衛生及び防災・保安に関する事項を審議し、環境・安全の保全並びに汚染
の予防に努めることを目的とする。

委員長：工業所長　　副委員長：信頼の環境安全センター長
委員　　：環境管理者、産業医、各法定管理者、労働組合、各部署長
事務局：安全保安管理チーム

環境推進 大気及び水質による環境への負荷低減並びに廃棄物の発生量の抑制、有効活用
委員会 の促進、分別回収等の適正な処理、減量、減容化、ﾘｻｲｸﾙ品の活用等々のための

諸施策の策定とその水平展開をＩＳＯ14001のシステムを活用し継続的に、環境への
負荷低減を図ることを目的とする。

委員長：信頼の環境安全センター長
委員　：各部署の環境推進委員
事務局：環境チーム

環境管理 環境管理責任者は工業所全体の環境マネジメントシステムが継続的に適切且つ
責任者と 有効に機能するように、また、環境管理者は、自部署について、同様の次ぎの業務
環境管理者 を行う。 環境管理責任者：信頼の環境安全センター長

環境管理者　　　：主として、製造部長、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾘｰﾀﾞｰ、ｾﾝﾀｰ長が該当。
　(１)環境目的・目標及び計画の立案並びに自部署における決定と実行。
　(２)環境マネジメントシステムの見直し
　(３）その他、環境マニュアルに準ずる業務

産業廃棄物 工業所の廃棄物の処理等につき総合的責任とこれに伴う権限を有し、次ぎの業務
処理責任者 を行う。 産業廃棄物処理責任者：信頼の環境安全センター長

（法定） （1）廃棄物処理等の総合的な企画及びその推進
（2）廃棄物処理施設の設置等の計画及び維持管理の指導
（3）保管、収集運搬、処理・処分等についての指導
（4）廃棄物の発生量の抑制、有効活用の促進、分別回収等の適正な処理、減量、
　　　減容化、ﾘｻｲｸﾙ品の活用等々のための指導又は助言。
（5）その他廃棄物の処理等について管理上、必要な業務。

特別管理産 工業所の特別管理廃棄物の処理等につき総合的責任とこれに伴う権限を有し、産
業廃棄物管 業廃棄物管理責任者と同様の業務を行う。
理責任者

（法定）
処理施設の 処理施設の運転及び維持管理について次ぎの業務を行う
技術管理者 （1）処理施設の運転及び維持管理に必要な作業標準の作成

（法定） （2）処理施設の点検、異常に対する措置に関する指導
（3）その他必要事項の測定、記録と処理施設の技術管理上必要な業務。

処分地の 自社処分地の管理責任者及び技術管理者は、定められた管理手順に従って、処
管理責任者 分地の適切な管理を行う。
及び技術 （１）処分物の種類及び量の記録と報告及び記録の保管。
管理者 （2）処分地の排水処理、粉塵の発生又は飛散等の監視。

（3）その他、規制基準遵守のために必要な措置。
廃棄物管理 廃棄物管理責任者は、各課の職制上の長とし、当該課における廃棄物の処理の
責任者 処理等について次ぎの業務を行う

(1)廃棄物の処理等に関する法令並びに方針、手続き、標準等の周知徹底。
(2)廃棄物の発生量の減少並びに再生利用等について検討・立案。
(3)廃棄物の保管、収集運搬、処理及び処分等についての指導。
(4)廃棄物に関する必要事項の測定の指示及び確認。
(5)廃棄物に関する届出書、報告書等の原案の作成。
(6)その他、当該課の廃棄物の処理等について必要な業務。



図－３ 工業所配置図


